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　戸田市長 神保国男氏に環境への取組等についてお
聞きしました。

戸田市制施行50周年
江田：まずは市制施行 50 周年、おめでとうございます。
神保市長：ありがとうございます。本市はこの度 50
周年を迎えました。当時 5 万 5 千人あまりだった人口
も、埼京線の開通などにより急速に都市化し、現在は
13 万人都市となりました。平均年齢も 40.1 歳と県内
で一番若く、活気のあるまちへと成長しました。

戸田市地球温暖化対策実行計画の策定
江田：環境への取組についてはいかがでしょうか？
神保市長：本市では昨年度、戸田市地球温暖化対策実
行計画の改定作業を行い、今年度から新たな計画がス
タートしました。
　新たな地球温暖化対策実行計画に基づき、市域の温
室効果ガスの削減に一層努めるとともに、環境に配慮
した持続可能な社会づくりに取り組みます。

市民による活動
江田：戸田市には環境団体が多いと聞いておりますが。
神保市長：市内では様々な環境団体が活躍しており、
それらの環境団体がゆるやかにつながる仕組みとし
て、とだ環境ネットワークを形成しております。この
とだ環境ネットワークのメンバーにより、市民へ環境
学習の場を提供する環境出前講座の実施や、6 月の環
境月間における市役所内での展示活動などを行ってお
ります。
　また、本市では平成 26 年度から温暖化対策への取
組の推進、さらには協働による取組を検討、実施する
ことにより、地域における地球温暖化対策の推進を図
ることを目的として地球温暖化対策地域協議会を立ち
上げました。

温暖化防止イベントの開催
江田：ネットワークを活かした温暖化対策の推進、大
変素晴らしいですね。具体的にはどのような取組で
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戸田市長　神保　国男氏

Saitama Green Purchasing Network

埼玉グリーン購入ネットワークニュース
第 17 号　2016 年 10 月

～ 環境への負荷が少ない商品・サービスの優先購入を進める
首都圏初の地域ネットワーク ～

□ トップインタビュー　戸田市長　神保　国男 氏��������������������������������������������������������� 1
□ 第 9 回通常総会と埼玉グリーン購入フォーラムの開催 � �������������������������������������������������� 2
□ 会員紹介　株式会社与野フードセンター � ������������������������������������������������������������� 3
□ パリクラブ 21埼玉の立ち上げについて ���������������������������������������������������������������� 4
　 埼玉 GPN 会員一覧 

CONTENTS

戸田市長　神保国男氏

戸田市の取組について語る神保市長



2

埼玉GPN NEWS 2016.10

しょうか？
神保市長：本市では、温暖化防止に係るイベントなど
が活発に行われており、市民とともに温暖化防止に取
り組んでおります。
　まず、「キャンドルナイトｉｎとだ」を開催し、ライ
トダウンによる地球温暖化防止の啓発イベントを実施
しております。
　また、チェックシートを使って生活スタイルの見直
しを啓発する「エコライフＤＡＹとだ」を市内小中学
校を中心に 6 月と 12 月に開催し、多くの参加者を得
ております。
　そして、市内の環境団体及び事業者が日頃の活動や
環境への取組を市民等へ啓発する「とだ環境フェア」
は、商工祭と同時開催で例年たいへんな賑わいとなっ
ております。
　その他にもイ
ベントとは異な
ります が、市 民
や事業者による
再生可能エネル
ギーの普及促進
として、環 境 配
慮型システム等設置費補助制度を実施しております。
個人住宅、事業所を所有する者で、当該住宅、事業所に
太陽光発電システム等を設置する者に補助金を交付す
ることで、設置費用の負担軽減を図っております。

今年度から全市的に“クールシェアとだ”を実施
江田：環境問題に関心の無い市民を巻き込むのは難し
いと思いますが、そのあたりいかがでしょうか？
神保市長：本市では今年度から市民への温暖化対策
及び熱中症対策の一環として、全市的に「クールシェ
アとだ」という取組を実施しております。「クールシェ
ア」とは、環境省が推奨する地球温暖化対策の一環で
あり、夏の暑い日に家で一人が一台のエアコンを使う
のではなく、涼しいところに集まり、みんなで涼しさ
を共有するという取組です。
　「クールシェアとだ」の取組に協力する施設につい
ては、市内のクールシェアスポットとして、賛同施設
にはステッカーやポスターが掲示され、市民に対して
取組の普及啓発をしていただいております。
江田：地球温暖化防止と暑い夏を乗り切るための素晴
らしい取組ですね。本日は貴重なお話をいただき、あ
りがとうございました。

第9回通常総会
　6 月 15 日（水）、埼玉県新都心ビジネス交流プラザ
で第 9 回通常総
会を開催しまし
た。来賓として
埼玉県環境部岡
崎守副部長に出
席いただき、ご
挨拶をいただき
ました。
　議事では、村
重運営委員長から 2015 年度事業報告（案）及び決算
報告（案）、2016 年度事業計画（案）及び予算（案）、会

則変更（案）、役
員 改 選（ 案 ）に
ついて説明を行
い、全議案が承
認 さ れ ま し た。
特に今年度から
は入会金制度が
始まるため、会
則の変更を行い

ました。決算は、今期収入合計 1,075,699 円に対し、
支出合計 961,626 円となりました。閉会時にはグリー
ン購入ネットワークの深津学治事務局長から、来年度
会費値上げに伴うご理解ご協力のお願いとともにご挨
拶をいただきました。

第９回通常総会と
埼玉グリーン購入フォーラムの開催

議事進行の様子

江田会長による挨拶

村重運営委員長による議事説明

とだ環境フェア 2015 の様子
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埼玉グリーン購入フォーラム
　総会終了後は、恒例の埼玉グリーン購入フォーラム
を開催しました。今年度は、東京大学名誉教授で国際
グリーン購入ネットワークの名誉会長でもある山本良
一氏をお招きし、「グリーン購入運動を拡大しよう～
環境・社会・地域に配慮した購入、エシカル購入へ取
り組もう～」と題し、一歩進んだエシカル購入につい
てご講演いただきました。地球温暖化問題の重要性・
緊急性を改めて強く訴えられ、持続可能な精神で社会
や環境、地域に配慮し感謝して消費するエシカル消費
の必要性について解説いただきました。

　事例発表では、第 17 回グリーン購入大賞で審査員
奨励賞を受賞した石坂産業株式会社の石坂知子専務取
締役から、「くぬ
ぎの森環境塾認
定『 体 験 の 機 会
の場』」と題して
発表いただきま
した。テレビ局
の誤報により地
域から批判の的
となった過去の
経緯から、現在 100 年先が見える工場を目指し、地域
から愛される企業となるまでの過程や、整備した森を
活かした今後の展望等についてお話いただきました。
　続く事例発表は、同じく第 17 回グリーン購入大賞
において優秀賞を受賞した春日部市の「環境に配慮し
た電力供給契約導入の取り組み～環境にやさしい電力
を、財布にもやさしく、手順もやさしく～」について、
春日部市環境経済部環境政策推進課　再生可能エネル
ギー推進担当課長の山﨑重寿氏から発表いただきまし
た。平成 23 年 3 月の東日本大震災の影響による電気

料金値上げを受
けて、財政圧迫
への緩和と、環
境へ配慮した新
電力導入を検討
し、環境配慮契
約において新電
力の調達方針策
定に至った経緯

についてお話いただきました。

　当社は 1960 年創業の食品スーパーマーケット
（ローカルチェーンストア）です。「社会に貢献する」
という経営理念の基、様々な社会貢献活動に取り組ん
でおります。その活動のなかでも、今回は、紙パック
の再生品を使用した（リサイクルループを実現してい
る）取り組みを紹介させて頂きます。
　私共、食品スーパーでは、調理に油を使用した際、
使用後の油が外部に流れ出さないようにする為、店舗
に「グリストラップ」という装置を設け、油の流出を
防いでおります。勿論、このグリストラップには油の
他にゴミも溜まります。以前は、この汚れを除去する
為に、専用品を購入し清掃をしておりましたが、2011
年から、紙パックを再生した（紙パックのパルプを原
料にした）吸着材に変更致しました。変更理由としま
しては、まずは、「パルプは水や油に長時間浮かんでお
り、且つ、油を吸収してくれる効果があり、清掃の効
果、効率が上がるということ」と、「再生品を調達し使

会員紹介
株式会社与野フードセンター

山本先生による講演の様子

石坂産業㈱事例発表

春日部市事例発表

▲リサイクルスキームイメージ
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用することで、当社としてのグリーン購入が実現でき
るということ」にありました。さらに言うと、この原料
は、もともと私達が販売していた紙パックであり、そ
して消費後にお客様が資源物として当社に持参頂いた
ものであり、その再生品を使用することで、リサイク
ルループが描けるというスキームにもなりました。他
にも、再生トイレロール（個包装）として販売するとい
うことも行っておりますが、このような活動を通じて、
更に社会、環境貢献を進めたいと考えております。

　特定非営利活動法人環境ネットワーク埼玉では、今
年度新規事業として「パリクラブ 21 埼玉」をスタート
します。現在、県内の主だった方に参加調整を図って
いるところです。
　昨年末、パリで開催されました COP21ではパリ協定
の締結を導き、世界で初めての全ての国が参加しうる
地球温暖対策の新たな枠組みが合意されました。日本
も年内には批准するという報道も流れています。地球
温暖化問題は、人類にとって、私たち県民にとって極
めて深刻な問題であり、それによってもたらされる気
候変動は、既に現実のものとなりつつあります。この
問題は、もはや未来の問題ではなく、私たちが直面し
ている現実の問題となっています。しかしながら、地
球温暖化問題に対する国民の関心は一向に高まってい
ません。埼玉県においても残念ながら同様の状況です。
　そこで、「パリクラブ 21 埼玉」では、埼玉県内の県
民、住民団体、企業、行政などの各セクターの有志が
集結し、地球温暖化対策の緊急性・重要性を強くア
ピールするとともに、もう一度、草の根の活動を活性
化させ、パリ協定の趣旨を足元から具現化していきた
いと考えています。実施期間としては 2020 年の東京
オリンピック・パラリンピックの終了時までを予定し
ています。具体的な活動としては、クラブ員の活動を
会報や HP などを通して社会にアピールしたり、活動
報告会や交流会の開催、推奨活動の促進策・充実策に
ついて行政との協議、要請
等を予定しています。
　この活動に対して埼玉
GPN でも、パリクラブ 21
埼玉へ参画し、共に活動し
ていけないか検討を始め
ているところです。

パリクラブ21埼玉の
立ち上げについて

■ 発行：埼玉グリーン購入ネットワーク
〒337-0053さいたま市見沼区大和田町2-1322-2大和田NPOプラザ内
TEL.048-749-1217／FAX.048-749-1218
E-mail  saitamagpn@yahoo.co.jp
Home Page  http://www.saitamagpn.jp/

■ 入会案内
　団体会員、サポーター（個人会員）があります。申込書はHPか
らもダウンロードできます。ぜひご一緒にグリーン購入を。
　今年度から入会金制度を導入いたしました。新規に入会される
方は入会金をお納め頂だくことになりました。ご了承下さい。入
会金は会員種別（企業会員、行政会員、民間団体会員、個人会員）
に応じた会費と同額となっております。
　なお、次年度（2017年4月1日）より会費が値上げとなります。
ご了承ください。
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りそな総合研究所㈱、㈱ぶぎん地域経済研究所、㈱ハイ

ディ日高、㈱テレビ埼玉、大宮アルディージャ、浦和レッ

ドダイヤモンズ、埼玉日産自動車㈱、武州ガス㈱、㈲タカ

ザワ企画、㈲パル、㈱関東パイプ技研、埼玉トヨペット㈱、

ポラス㈱、リコージャパン㈱　関東事業本部　埼玉支社、

望月印刷㈱、㈱イーシティ埼玉、㈱ＦＭ ＮＡＣＫ５、㈱デ

サン、㈱タカヤマ、㈱アクセル、㈱ビージーサービス、武

州産業㈱、㈱埼玉りそな銀行、㈱ビルテクノマイニチ、㈱

松永建設、（医）誠昇会北本共済病院、㈱マッハ、税理士法

人レッドサポート、㈱武蔵野銀行、㈱アルク設計事務所、

埼玉縣信用金庫、㈱ワーム、㈱ジャスト、東京ガス㈱埼玉

支社、㈱ユーパーツ、㈱エコ環境システム、㈱松柳園、㈱

甲商、㈱ビルヒット、㈱東京化成製作所、アピカ㈱、コク

ヨマーケティング㈱埼玉支店、富士ゼロックス埼玉㈱、国

際チャート㈱、㈱ベルエール、㈱ハイクレー、フォーレス

ト㈱、サンケイ鋼器㈱、大成ロテック㈱、㈱ジャパンアー

ト、㈱アートドットコム、㈱シール堂印刷、㈱埼玉ディエ

スジャパン、（社福）埼玉福祉会、毎日興業㈱、㈱与野フー

ドセンター、マルキユー㈱、㈱埼玉新聞社、㈱国太楼、㈱

太陽商工、㈱神谷製作所、㈱ヒメプラ、サイエンス㈱、戸

田市、埼玉県、さいたま市、日高市、川口市、コープみらい、

ＮＰＯ法人ＥＥハーモニー、埼玉県商工会連合会、公益財

団法人さいたま市産業創造財団、公益財団法人埼玉県産業

振興公社、埼玉中小企業家同友会、さいたま商工会議所、

埼玉県中小企業団体中央会、公益財団法人埼玉県公園緑地

協会、一般社団法人埼玉県トラック協会、一般社団法人埼

玉県環境検査研究協会
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